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塙世橋から筑波連山を望む
桜川市真壁町塙世

西は筑西市、東は上曽トンネルを経て石岡
市につながる、県道7号線の橋。
多くの車が行き来する通りから、春の
里山の風景を望むことができる。

Saku
ragawa City Council
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　病院事業会計は、9億1,321万9千円で、前年度予算対比2.1％の増となっています。下水道事業会計は、
17億1,199万7千円で、前年度予算対比12.5％の増となっています。
　令和8年度の一般会計予算、特別会計予算、水道事業会計予算、病院事業会計予算、下水道事業会計
予算の総額は、363億1,375万円で、前年度対比0.8％の増となっています。

一般会計一般会計
223223億 8,000万円億 8,000万円

市税
46億6,799万1千円
市税
46億6,799万1千円

繰入金
18億7,968万円

繰入金
18億7,968万円

国庫支出金
24億5,251万8千円

国庫支出金
24億5,251万8千円

地方消費税交付金
10億7,625万7千円
地方消費税交付金
10億7,625万7千円 地方交付税

63億10万円
地方交付税
63億10万円

寄附金
7億6,099万4千円

寄附金
7億6,099万4千円

市債
19億5,940万円

市債
19億5,940万円

県支出金
18億7,225万7千円

県支出金
18億7,225万7千円

民生費
65億7,561万7千円
民生費
65億7,561万7千円

衛生費
18億1,809万9千円
衛生費
18億1,809万9千円

土木費
19億4,544万2千円
土木費
19億4,544万2千円 総務費

52億5,009万3千円
総務費
52億5,009万3千円

消防費　　　　
9億6,500万2千円
消防費　　　　
9億6,500万2千円

公債費　　　　
17億3,963万5千円

公債費　　　　
17億3,963万5千円

その他
 5億5,619万7千円
その他
 5億5,619万7千円

その他 
14億1,080万3千円
その他 
14億1,080万3千円

農林水産業費
14億6万6千円　
農林水産業費

14億6万6千円　

教育費
 21億2,984万9千円
教育費
 21億2,984万9千円

一般会計

歳出
一般会計

歳入

土木費
道路、公園などの建
設や改修、市営住宅
の管理運営などに使
われるお金です。

衛生費
市民の健康の維持増
進や、ごみ処理、環
境保全に使用するお
金です。

農林水産業費
農林業の振興を図る
ための支援や改良、
生産基盤整備などに
使われるお金です。

消防費
消防団員の報酬やハ
ザードマップの作成
など防災対策に使わ
れるお金です。

公債費
市の借金の返済など
に使われるお金で
す。
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教育費
学校教育や生涯学習
の充実、スポーツ事
業の運営のために使
われるお金です。

３月３日から16日までの14日間の会期で開催され、令和８年度
予算について多岐にわたり審議を行い、賛成多数で可決しました。

令和８年度予算のあらまし

令和８年度

　令和８年度一般会計予算は、総額223億8,000万円で、前年度予算対比0.2％の増、特別会計予算総
額は98億2,525万5千円で、前年度予算対比1％の増となっています。
　また水道事業会計は、14億8,327万9千円で、前年度予算対比5.4％の減となっています。

特別会計�98億2,525万5千円
国民健康保険� 45億国民健康保険� 45億6,4376,437万万円円
介 護 保 険� 45億3,339万8千円介 護 保 険� 45億3,339万8千円
介護サービス事業介護サービス事業� 2,034万5千円� 2,034万5千円
後期高齢者医療後期高齢者医療� 7億714万2千円� 7億714万2千円

事業会計� 41億849万5千円
水 道 事 業� 14億8,327万9千円水 道 事 業� 14億8,327万9千円
病 院 事 業� 9億1,321万9千円病 院 事 業� 9億1,321万9千円
下水道事業� 17億1,199万7千円下水道事業� 17億1,199万7千円

用
語
解
説

民生費
児童・高齢者・障がい
者等の福祉サービスの
充実や生活保護などに
使用するお金です。

総務費
選挙、税金の徴収、
戸籍管理のほか、庁
舎管理などに使われ
るお金です。

令和８年第１回定例会

市税
46億6,799万1千円
市税
46億6,799万1千円

繰入金
18億7,968万円

繰入金
18億7,968万円

国庫支出金
24億5,251万8千円

国庫支出金
24億5,251万8千円

地方消費税交付金
10億7,625万7千円
地方消費税交付金
10億7,625万7千円 地方交付税

63億10万円
地方交付税
63億10万円

寄附金
7億6,099万4千円

寄附金
7億6,099万4千円

市債
19億5,940万円

市債
19億5,940万円

県支出金
18億7,225万7千円

県支出金
18億7,225万7千円

民生費
65億7,561万7千円
民生費
65億7,561万7千円

衛生費
18億1,809万9千円
衛生費
18億1,809万9千円

土木費
19億4,544万2千円
土木費
19億4,544万2千円 総務費

52億5,009万3千円
総務費
52億5,009万3千円

消防費　　　　
9億6,500万2千円
消防費　　　　
9億6,500万2千円

公債費　　　　
17億3,963万5千円

公債費　　　　
17億3,963万5千円

その他
 5億5,619万7千円
その他
 5億5,619万7千円

その他 
14億1,080万3千円
その他 
14億1,080万3千円

農林水産業費
14億6万6千円　
農林水産業費

14億6万6千円　

教育費
 21億2,984万9千円
教育費
 21億2,984万9千円

一般会計

歳出
一般会計

歳入
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総 括 質 疑

令和８年度予算に関する

　令和８年度予算案全体に対し
て、市に説明を求めました。その
中から、主な質疑を掲載します。

空
き
家
対
策
推
進
事
業
　

問　

空
き
家
対
策
推
進
事
業

２
，
０
４
７
万
円
の
予
算
で
、

何
軒
の
空
き
家
を
無
く
せ
る
予

定
か
伺
う
。

答　

令
和
8
年
度
予
算
で
は
、

除
去
の
た
め
の
費
用
を
2
軒
分
、

除
去
の
準
備
費
用
を
2
軒
分
、

改
修
の
た
め
の
費
用
を
3
軒
分

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
と
し
て
は
、
相
続
人
の

い
な
い
空
き
家
除
去
に
必
要
と

な
る
、
相
続
財
産
清
算
人
等
の

選
任
申
立
予
納
金
が
４
９
６
万

円
、
改
修
費
補
助
金
が
５
０
０

万
円
、
空
家
等
除
去
補
助
金
が

１
０
０
万
円
で
す
。

市
営
住
宅
管
理
費
　

問　

古
く
て
人
が
住
ん
で
い
な

い
市
営
住
宅
が
多
い
。
市
営
住

宅
解
体
予
定
を
伺
う
。

答　

桃
山
住
宅
６
棟
、
桜
ケ
丘

住
宅
の
3
棟
の
う
ち
1
棟
４
戸

に
つ
い
て
は
、
令
和
9
年
度
に

解
体
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
8
年
度
は
解
体
の
た
め

の
測
量
設
計
業
務
費
を
、
１
，

３
９
４
万
４
千
円
計
上
し
て
い

ま
す
。

問　

老
朽
化
し
て
使
わ
れ
て
い

な
い
市
営
住
宅
は
廃
止
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

現
在
、
用
途
廃
止
に
な
っ

て
い
る
市
営
住
宅
が
桃
山
住
宅

を
含
め
４
箇
所
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
住
宅
に
居
住
し
て

い
る
方
に
、
移
転
を
推
進
す
る

た
め
の
案
内
及
び
意
向
調
査
を

行
い
、
入
居
者
の
移
転
が
完
了

し
た
住
宅
か
ら
、
順
次
解
体
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

さ
く
ら
が
わ
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
小
児
医
療
の
充
実

問　

政
策
的
医
療
等
補
助
金
負

担
金
の
使
い
道
は
、
小
児
医
療

の
充
実
と
い
う
こ
と
だ
が
、
昨

年
度
予
算
の
１
千
万
円
か
ら
、

４
千
万
円
に
増
額
し
て
い
る
。

　

増
額
理
由
と
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
で
は
、
さ
く
ら
が
わ
地

域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
小
児
医
療

の
維
持
に
対
し
て
、補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

小
児
医
療
は
、
少
子
化
の
影

響
に
よ
る
患
者
数
の
減
少
や
、

医
師
・
看
護
師
の
確
保
の
た

め
の
人
件
費
増
加
に
よ
り
、
採

算
性
の
確
保
が
厳
し
い
分
野
と

な
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
安
定
し

た
支
援
が
必
要
と
判
断
し
、
補

助
額
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、

医
師
の
確
保
や
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
配
置
な
ど
、
安
定
し
た
医
療

体
制
構
築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
さ
く
ら
が
わ
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
に
つ

い
て
も
、
運
営
状
況
を
踏
ま
え

て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

難
病
患
者
福
祉
手
当

問　

難
病
患
者
福
祉
手
当
２
２

０
万
円
の
内
容
に
つ
い
て
、
対

象
者
と
支
給
実
績
に
つ
い
て
、

伺
う
。

答　

難
病
患
者
福
祉
手
当
支
給

事
業
は
、
難
病
患
者
と
そ
の
家

族
の
苦
労
を
見
舞
う
た
め
、
難

病
患
者
に
対
し
、
１
万
円
の
見

舞
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

対
象
者
は
、
茨
城
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
、
難
病
患
者
受
給
者

証
を
所
持
す
る
方
で
す
。

　

支
給
実
績
と
し
て
は
、
令
和

４
年
度
は
１
８
９
件
、
令
和
５

年
度
は
１
８
９
件
、
令
和
６
年

度
は
１
８
８
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

令
和
７
年
度
で
は
、
市
の
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
通
知
や
、
電

子
申
請
の
導
入
に
よ
り
、
２
０

６
件
の
支
給
を
実
施
し
ま
し
た
。

※総括質疑は、各議員が所属委員
会以外の予算項目に対し、20 分
以内で行う質疑です。

さくらがわ地域医療センターさくらがわ地域医療センター
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答　

農
業
構
造
転
換
支
援
事
業

費
補
助
金
は
、
J
A
北
つ
く
ば

が
建
設
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
、

東
部
地
区
野
菜
集
出
荷
施
設
建

設
工
事
に
係
る
補
助
金
と
な
り

ま
す
。

　

協
和
・
明
野
・
真
壁
の
出
荷

施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

鮮
度
の
い
い
高
品
質
な
野
菜
出

荷
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

人
員
不
足
と
運
搬
コ
ス
ト
の

増
加
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

一
元
出
荷
施
設
を
新
設
し
、
こ

れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
見
込

み
で
す
。

一般
議案に

　　対する議案審議
補正予算や条例の改正、人事案件などの審議を行い補正予算や条例の改正、人事案件などの審議を行い
ました。その中から、主な質疑を掲載します。ました。その中から、主な質疑を掲載します。

託
す
る
も
の
で
す
。
こ
ち
ら
は

桜
川
市
の
特
性
を
十
分
に
生
か

し
た
移
住
体
験
を
提
供
し
、
将

来
的
な
移
住
や
、
関
係
人
口
創

出
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
支
給
事
業
の
　

増
額
補
正

問　

医
療
扶
助
で
３
千
万
円
の

増
額
補
正
は
、
予
算
の
見
通
し

が
甘
か
っ
た
の
か
。
内
容
と
増

額
理
由
を
伺
う
。

答　

医
療
扶
助
の
請
求
額
は
、

ひ
と
月
あ
た
り
平
均
２
千
万
円

程
度
で
す
。

　

今
回
、
12
月
請
求
分
の
医
療

費
が
著
し
く
増
加
し
た
理
由
と

し
て
は
、
通
常
の
2
倍
に
あ
た

る
44
件
の
入
院
件
数
が
あ
っ
た

こ
と
、
悪
性
腫
瘍
等
外
科
的
な

手
術
を
受
け
る
も
の
が
あ
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
は
臨
時
的
な
も

の
で
、
例
年
ど
お
り
で
あ
れ
ば
、

予
算
内
で
賄
え
る
も
の
で
し
た
。

農
林
水
産
業
補
助
金

問　

各
地
区
の
ほ
場
や
水
路
の

荒
廃
は
、
管
理
者
の
高
齢
化
に

よ
り
保
全
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

は
、
の
り
面
の
草
刈
り
や
水
路

の
泥
上
げ
（
農
地
維
持
）、
水
路

や
た
め
池
の
軽
微
な
補
修
（
資

源
向
上
共
同
）、
水
道
の
修
繕
工

事
（
資
源
向
上
長
寿
命
化
）
な

ど
の
活
動
を
行
う
組
織
を
支
援

す
る
た
め
の
交
付
金
で
す
。

　

令
和
８
年
度
予
算
で
は
、
農

地
維
持
補
助
金
と
し
て
61
組
織・

５
，
４
２
９
万
４
千
円
、
資
源

向
上
共
同
補
助
金
と
し
て
59
組

織
・
３
，
１
８
８
万
１
千
円
、

資
源
向
上
長
寿
命
化
補
助
金
と

し
て
51
組
織
・
６
，
７
６
２
万

３
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
は
、
農
林
水
産
省
が

定
め
る
要
綱
・
要
領
に
基
づ
き

算
出
し
、
各
組
織
に
分
配
さ
れ

ま
す
。

問　

農
業
構
造
転
換
支
援
事
業

費
補
助
金
の
目
的
と
使
い
道
を

伺
う
。

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

問　

国
の
方
針
は
、
施
設
入
所

か
ら
居
宅
介
護
に
変
わ
っ
て
い

る
。

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
係

る
国
・
県
支
出
金
が
減
額
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
が
減
少
し
て
い

る
た
め
か
、
ま
た
は
居
宅
介
護

事
業
所
の
人
員
不
足
で
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ

る
も
の
か
伺
う
。

答　

当
市
に
お
い
て
も
、
居
宅

介
護
給
付
費
は
利
用
者
数
も
種

類
も
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

施
設
入
所
の
人
数
は
減
少
し
、

施
設
入
所
に
か
か
る
介
護
給
付

費
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
減
額
は
、
見
込
み
に

よ
る
請
求
額
と
、
実
績
で
算
出

さ
れ
た
支
給
額
と
の
差
に
よ
っ

て
生
じ
る
も
の
で
す
。

　

居
宅
事
業
所
の
人
員
の
状
況

は
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
需
要
を
満
た
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

塚
田
伝
奨
学
資
金
支
給
　

条
例
の
一
部
改
正

問　

奨
学
金
支
給
額
が
、
月
額

９
千
９
０
０
円
か
ら
１
万
５
千

円
に
増
額
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
こ
の
奨
学
金
の
性
格
と
支

給
実
績
を
伺
う
。

答　

給
付
型
の
奨
学
金
で
、
令

和
７
年
度
ま
で
に
１
６
１
人
、

延
べ
３
，
９
９
６
万
４
千
円
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

【
塚
田
伝
奨
学
金
制
度
】

　

昭
和
52
年
に
塚
田
伝
様
、
塚

田
五
男
様
か
ら
の
寄
付
で
設
置

さ
れ
、
経
済
的
に
修
学
困
難
な

生
徒
を
対
象
に
、
就
学
資
金
を

給
付
す
る
奨
学
金
制
度
で
す
。

移
住
体
験
ツ
ア
ー
　
　
　

開
催
業
務
委
託
料

問　

３
３
７
万
７
千
円
の
委
託

料
の
詳
し
い
内
容
を
伺
う
。

答　

移
住
体
験
ツ
ア
ー
は
、
参

加
者
10
名
程
度
で
、
宿
泊
と
バ

ス
に
よ
る
移
動
を
含
む
移
住
体

験
を
提
供
し
ま
す
。
企
画
開
催
、

情
報
発
信
を
包
括
的
に
業
務
委
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審議された議案と結果 第１回定例会（3月3日〜3月16日）

令和８年度予算

一般会計 可決

一般会計の修正動議 否決

国民健康保険特別会計 可決

介護保険特別会計 可決

介護サービス事業特別会計 可決

後期高齢者医療特別会計 可決

水道事業会計 可決

病院事業会計 可決

下水道事業会計 可決

令和7年度補正予算

一般会計（第８号） 可決

国民健康保険特別会計（第３号） 可決

介護保険特別会計（第３号） 可決

介護サービス事業特別会計（第３号） 可決

後期高齢者医療特別会計（第３号） 可決

水道事業会計（第４号） 可決

下水道事業会計（第４号） 可決

請願

令和8年2月現在；進行中である「大和駅北公園
に防犯カメラ3台を3本のポールに設置し映像を
管理する工事」に桜川市が1,367万円の予算決定
をした行政判断に関し「『工事費積算根拠の妥当
性』及び『費用対効果試算の妥当性』」からの検
証を求める陳情

不採択

「道の駅」建設を慎重に、かつ市民意見を十分に
聴取して進めることを求める請願

趣旨
採択

条例の改定

桜川市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基
準を定める条例 可決

桜川市職員の給与に関する条例等の一部を改正す
る条例 可決

桜川市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例 可決

桜川市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正
する条例 可決

桜川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決

桜川市子ども・子育て会議条例の一部を改正する
条例 可決

桜川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例

可決

桜川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例 可決

桜川市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決

桜川市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例 可決

桜川市公共施設の暴力団排除に関する条例の一部
を改正する条例 可決

桜川市中小企業事業資金融資あっせん条例の一部
を改正する条例 可決

桜川市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 可決

桜川市法定外公共物管理条例の一部を改正する条
例 可決

桜川市下水道条例の一部を改正する条例 可決

桜川市職員の旅費に関する条例の全部改正につい
て 可決

桜川市保健センターの設置及び管理に関する条例
を廃止する条例 可決

人事

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて（2件） 適任



桜川市議会だより 第83号
令 和 ８ 年 ５ 月１ 日 発 行
(２０２６年)
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令和８年２月２１日
真壁のひなまつり会場で観光案内を実施

　市議会議員・市長・副市長・教育長・市職員に
よる観光案内として、観光パンフレット等の配布
を行いました。

審議された議案と結果
第２回臨時会（3月30日）

その他

教育委員会教育長の任命について 同意

専決処分

令和7年度　一般会計補正予算（第6号） 承認

桜川市手数料徴収条例の一部を改正する条例 承認

桜川市印鑑条例の一部を改正する条例 承認

和解及び損害賠償の額を定めることについて 承認

その他

和解及び損害賠償の額を定めることの専決処分事
項の報告（2件） 報告

令和７年度予算

令和7年度　一般会計補正予算（第7号） 可決

第１回臨時会（2月18日）

　　　

　臨時議会とは、定例会の会期以外の
期間で、議会での話し合いや決定が必
要になった場合に臨時で開く議会です。

臨時議会とは？
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桜
川
市
で
は
令
和

６
年
度
に
１
，
４

０
０
頭
超
の
イ
ノ
シ
シ
を

捕
獲
し
、
全
て
焼
却
処
理

し
て
い
る
が
、
①
捕
獲
の

担
い
手
不
足
、
②
県
内
の

解
体
施
設
の
不
足
、
③
高

齢
化
に
よ
る
里
山
管
理
の

困
難
化
と
い
っ
た
課
題
が

あ
る
。

　

対
策
と
し
て
、
捕
獲
人

材
の
育
成
と
農
作
物
被
害

の
防
止
、
解
体
精
肉
施
設

の
整
備
に
よ
る
特
産
品
化

と
雇
用
創
出
、
さ
ら
に
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
の
剪
定
材
を
活

用
し
た
薫
製
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
、
里
山
保
全
と
地

域
産
業
の
活
性
化
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

中田拓也 議員
　

具
体
的
に
は
、
捕
獲

か
ら
解
体
、
薫
製
加
工
ま

で
を
一
体
化
し
「
桜
川
イ

ノ
シ
シ
ベ
ー
コ
ン
（
仮
）」

と
し
て
商
品
化
す
る
取
組

を
提
案
す
る
。

　

新
た
な
産
業
創
出
と
雇

用
拡
大
の
観
点
か
ら
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

経
済
部
長　

現
在
、

茨
城
県
で
は
東
日

本
大
震
災
後
の
原
発
事
故

の
影
響
に
よ
り
、
イ
ノ
シ

シ
肉
は
出
荷
制
限
が
か
か

り
流
通
で
き
な
い
状
況
で

す
。

　

た
だ
し
、
認
可
施
設
で

全
頭
検
査
を
行
い
、
基
準

値
（
１
㎏
当
た
り
１
０
０

ベ
ク
レ
ル
）
を
下
回
れ
ば

出
荷
は
可
能
で
す
。

　

市
と
し
て
は
、
出
荷
制

限
の
解
除
に
向
け
関
係
機

関
へ
働
き
か
け
を
行
う
と

と
も
に
、
解
除
後
に
ジ
ビ

武井久司 議員

地
域
医
療
体
制
の

確
保
、
持
続
可
能

な
休
日
医
療
、
住
民
健
診

の
在
り
方
に
つ
い
て

①
休
日
当
番
医
の
現
状
と

小
児
患
者
の
対
応

②
医
療
従
事
者
の
人
材
確

保
の
取
り
組
み

③
住
民
健
診
に
お
け
る
胃

が
ん
健
診
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

①
休
日
当
番
医
は
、

輪
番
制
に
よ
り
令
和
6
年

度
は
１
，
１
０
９
件
、
令

和
7
年
9
月
末
時
点
３
９

６
件
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

医
師
等
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、
協
力
い
た
だ
け
る

医
療
機
関
が
減
少
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
小
児
患
者
の
受

け
入
れ
は
、
さ
く
ら
が
わ

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
で
臨

時
的
に
診
察
し
て
い
ま
す

が
、
継
続
的
な
診
療
は
、

困
難
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

②
看
護
師
の
人
材
確
保

の
対
応
と
し
て
、
就
職
祝

金
、
奨
学
金
制
度
の
導
入

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

③
胃
が
ん
健
診
は
、
胃

部
Ｘ
線
検
査
に
加
え
、
さ

く
ら
が
わ
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
の
協
力
の
下
、
内
視

鏡
検
査
選
択
が
出
来
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

生
じ
て
い
る
。
現
状
と
教

職
員
を
守
る
体
制
、
対
応

指
針
の
構
築
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
部
長　
長
時

間
の
電
話
対
応
や

繰
り
返
し
の
来
校
の
上
で,

対
話
す
る
ケ
ー
ス
等
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事

は
、
保
護
者
が
教
育
活
動

へ
の
深
い
関
心
と
お
子
様

を
思
う
気
持
ち
に
よ
る
と

思
い
ま
す
。

　

カ
ス
ハ
ラ
対
応
指
針
は
、

構
築
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

管
理
職
を
中
心
と
し
て
対

応
し
教
育
委
員
会
が
支
援

す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。
今
後
国
や
県
、
近
隣

自
治
体
の
動
向
を
踏
ま
え

て
カ
ス
ハ
ラ
の
対
応
指
針

の
構
築
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

（
※
）
立
場
を
利
用
し
、

過
剰
な
ク
レ
ー
ム
を
つ
け

る
こ
と
。

地
域
医
療
体
制
に
つ
い
て

エ
活
用
の
相
談
が
あ
っ
た

際
に
は
関
係
者
の
意
見
を

踏
ま
え
対
応
を
検
討
し
ま

す
。

　

流
通
が
可
能
と
な
れ
ば

捕
獲
意
欲
の
向
上
や
人
材

確
保
、
ジ
ビ
エ
提
供
に
よ

る
雇
用
創
出
も
期
待
で
き

る
た
め
、
支
援
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
狩
猟
者
の
高
齢

化
や
人
材
不
足
に
つ
い
て

は
、
捕
獲
通
知
シ
ス
テ
ム

や
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
な
ど

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
よ

り
負
担
軽
減
を
図
り
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
新
規

狩
猟
者
の
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
職
員
の
こ
れ
か
ら
の
働
き

方
と
人
材
育
成
の
あ
り
方

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採

用
・
外
国
人
と
の
共
生

・
旧
桃
山
学
園
に
お
け
る
生

徒
へ
の
傷
害
事
件
訴
訟
問

題
の
進
捗

・
猿
田
地
区
の
違
法
投
棄
さ

れ
た
産
業
廃
棄
物
の
今
後

・
高
校
進
学
時
の
進
路
指
導

・
道
路
整
備
、
河
川
浚
渫
工

事
な
ど

教
職
員
に
対
す
る
　

カ
ス
ハ
ラ
に
つ
い
て

地
元
の
新
し
い
特
産
品

　
　
　
　
　
創
出
に
つ
い
て

学
校
で
の
保
護
者

か
ら
教
職
員
へ
の

カ
ス
ハ
ラ
（
※
）
に
つ
い

て
、
現
場
に
お
い
て
暴
言

な
ど
を
執
拗
に
繰
り
返
さ

れ
、
精
神
的
に
追
い
詰
め

ら
れ
る
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
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10人の議員が一般質問を行いました

太
陽
光
発
電
は
、

２
０
０
０
年
以
降

に
商
業
ベ
ー
ス
に
の
り
ま

し
た
。
市
内
で
も
、広
か
っ

た
ゴ
ル
フ
場
が
、
い
つ
の

間
に
か
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に

変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
、
１
，

０
０
０
㎾
以
上
の
も
の
を

い
い
ま
す
。
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
寿
命
は
10
年
か
ら

１5
年
と
い
う
声
を
聞
き
ま

す
。
休
日
を
使
っ
て
調
べ

て
回
り
ま
し
た
。

　

一
番
多
く
あ
っ
た
場
所

は
、
上
野
原
新
田
で
4
か

所
で
す
。
一
番
大
き
い
も

の
は
、
大
塚
新
田
の
1
万

４
，
５
２
０
㎾
の
も
の
で

す
。 太

陽
光
発
電
の
設
置
状
況
と

　
　
　
　
　
後
始
末
に
つ
い
て

菊池伸浩 議員
　

一
番
心
配
に
な
っ
た
の

は
、
大
月
の
山
の
上
に
あ

る
も
の
で
す
。
入
り
口
に

看
板
が
あ
り
ま
し
た
が
、

全
容
を
見
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
標
識
を
見
る
と
、

３
つ
の
発
電
所
が
あ
り
ま

し
た
。

　

一
番
古
い
の
は
、

2
0
1
４
年
の
看
板
が

あ
っ
た
岩
瀬
地
区
山
口
の

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

大
和
地
区
に
も
３
か
所

あ
り
ま
し
た
。
私
が
見
つ

け
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
13

か
所
あ
り
ま
し
た
。
市
内

に
は
、
小
さ
な
も
の
が
沢

山
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
数
を
合
計
す
る
と
い
く

つ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

問
題
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
に
寿
命
が
来
て
、
廃

棄
等
を
す
る
時
で
す
。
地

元
・
桜
川
市
の
関
係
者
所

有
の
も
の
は
４
つ
だ
け
で

飯島洋省 議員

大
和
中
学
校
を
受

皿
と
し
た
学
校
統

合
に
つ
い
て
、
必
要
教
室

数
の
試
算
が
不
可
欠
で
す
。

　

校
舎
を
現
地
視
察
し
、

現
状
を
確
認
し
ま
し
た
。

校
舎
も
新
し
く
、
階
段
等

も
小
学
生
対
応
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
の
試
算
で
い
け
ば
、

体
育
館
、
プ
ー
ル
の
問
題

は
あ
り
ま
す
が
、
中
学

校
４
ク
ラ
ス
、
小
学
校
６

ク
ラ
ス
、
計
10
ク
ラ
ス
と
、

特
別
支
援
学
級
の
配
置
は
、

一
部
多
目
的
室
の
間
仕
切

り
改
修
と
教
室
配
置
の
や

り
く
り
等
で
、
特
別
教
室

を
維
持
し
な
が
ら
工
事
費

用
も
少
額
で
、
対
応
可
能

と
考
え
ま
す
が
、
市
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　
現
在

大
和
中
が
86
人
、

大
国
小
が
75
人
、
雨
引
小

41
人
、
５
年
後
に
は
現
在

の
６
割
程
度
の
児
童
数
に

な
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、

令
和
11
年
度
か
ら
雨
引
小

学
校
で
複
式
学
級
と
な
り
、

そ
の
後
続
く
見
込
み
で
す
。

令
和
13
年
度
に
は
複
式
学

級
が
２
ク
ラ
ス
発
生
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

仮
に
、
令
和
10
年
度
に

雨
引
小
学
校
、
大
国
小
学

校
を
統
合
し
て
大
和
中
央

義
務
教
育
学
校
と
し
て
活

用
す
る
場
合
、
小
学
校
が

７
ク
ラ
ス
、
中
学
校
が
５

ク
ラ
ス
と
な
り
ま
す
。

　

必
要
な
教
室
を
確
保

す
る
た
め
に
、
特
別
教
室
、

多
目
的
室
や
ロ
ッ
カ
ー
室

な
ど
を
改
修
・
増
築
し
て

普
通
教
室
へ
転
用
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
他
、
体

育
館
の
敷
地
内
へ
の
新
設
、

学
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ー
ル
の
老
朽

化
が
著
し
く
、
改
築
ま
た

は
ほ
か
の
施
設
利
用
の
検

討
も
必
要
で
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
分
析

を
基
に
学
校
の
適
正
配
置

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

雨
引
小
、大
国
小
、

大
和
中
の
３
校
で

統
合
し
た
場
合
、
増
築
が

必
要
な
い
９
学
年
で
9
〜

10
ク
ラ
ス
に
な
る
の
は
何

年
後
の
見
込
み
か
伺
う
。

教
育
部
長　
５
年

後
、
令
和
13
年
度

が
10
ク
ラ
ス
で
、
令
和
14

年
度
か
ら
は
全
学
年
１
ク

ラ
ス
の
全
９
ク
ラ
ス
が
続

く
見
込
み
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
ふ
る
さ
と
納
税
資
金
分
析

・
家
庭
保
育
支
援
の
可
能
性

・
保
育
士
の
処
遇
と
奨
励
金

・
有
料
ゴ
ミ
袋
の
市
外
販
売

大
和
地
区
の
学
校
統
合
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
設
計

す
。

　

ま
た
、
保
守
点
検
者

の
連
絡
先
が
書
い
て
い

な
い
も
の
を
見
つ
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
許
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

市
内
の
太
陽
光
発

電
施
設
の
数
は
、
航
空
写

真
と
提
出
さ
れ
た
届
出
か

ら
、
約
１
，
０
０
０
施
設

と
な
り
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
施
設
に
は
、

容
量
に
よ
っ
て
、
50
㎾
未

満
の
低
圧
、
50
㎾
以
上
の

高
圧
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
１
，
０
０
０
㎾

以
上
が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
は
、
市
内
に
約

40
施
設
あ
り
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
施
設
の
廃

棄
は
、
法
律
に
よ
り
、
事

業
者
が
責
任
を
持
ち
ま
す
。

市
条
例
で
、
廃
止
費
用
積

立
計
画
書
の
提
出
を
義
務

付
け
て
お
り
ま
す
。

　

保
守
点
検
者
の
表
示

が
な
い
施
設
に
つ
い
て
は
、

条
例
に
基
づ
き
適
切
に
指

導
し
て
い
き
ま
す
。
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複
合
施
設
と
し
て

開
館
し
て
１
年
、

現
在
の
利
用
状
況
と
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

利
用

状
況
は
、
諸
室
の

利
用
率
の
月
平
均
は
71
・

７
％
、
利
用
人
数
は
合
計

４
万
９
２
６
人
、
図
書
の

貸
出
人
数
は
合
計
２
万
５
，

４
１
８
人
、
図
書
の
貸
出

冊
数
の
合
計
は
７
万
６
，

５
６
５
冊
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

開
館
し
て
１
年
が
経
過

し
、
一
般
の
ご
利
用
の
ほ

か
、
平
日
の
放
課
後
や
土

日
祝
日
、
学
校
の
長
期
休

業
中
に
特
に
児
童
生
徒
の

利
用
が
大
変
多
く
な
っ
て 市村　香 議員

お
り
ま
す
。

　

騒
が
し
い
な
ど
の
課
題

に
つ
い
て
は
、
改
善
さ
れ

て
き
て
お
り
、
若
者
が
生

き
生
き
と
自
由
に
使
用
す

る
様
子
が
、
以
前
の
桜
川

市
に
は
見
ら
れ
な
い
光
景

で
大
変
嬉
し
い
と
の
意
見

も
あ
り
ま
す
。
施
設
の
利

便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

桜
川
市
の
不
登
校
問

題
に
つ
い
て

全
国
的
に
不
登
校

や
ひ
き
こ
も
り
の

児
童
生
徒
が
増
加
し
、
過

去
最
高
の
増
加
率
と
聞
い

て
い
る
。
桜
川
市
の
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
１
年
間

に
30
日
以
上
欠
席

し
た
小
中
学
生
は
、
全
国
、

茨
城
県
と
も
に
、
10
年
前

の
約
３
倍
に
急
増
し
て
お

り
、
本
市
も
、
昨
年
度
は

林　悦子 議員

本
年
９
月
ま
で
、

資
料
館
で
は
、
真

壁
城
跡
発
掘
品
の
展
示
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
企
画
展
の
開
催
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
真
壁

町
時
代
に
92
回
、

合
併
後
に
７
回
、
真
壁
伝

承
館
歴
史
資
料
館
と
な
っ

て
か
ら
は
17
回
の
企
画
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
仏
教
美
術
に

関
す
る
企
画
展
や
、
茨
城

県
立
歴
史
館
と
の
共
同
調

査
を
行
っ
た
古
文
書
に
関

す
る
企
画
展
の
他
、
市
民

提
案
の
展
示
な
ど
に
つ
い

て
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
過
去
１
０
０

回
を
超
え
る
テ
ー
マ
に
つ

い
て
も
、
新
た
な
切
り
口
、

最
新
の
研
究
成
果
を
取
り

入
れ
た
展
示
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

図
録
の
販
売
状
況

を
伺
う
。

教
育
部
長　
企
画

展
に
併
せ
て
作
成

し
た
図
録
の
う
ち
『
真
壁

家
の
歴
代
当
主
』、『
追
憶

の
筑
波
鉄
道
』
な
ど
、
特

に
評
価
の
高
い
も
の
を
、

増
刷
販
売
し
て
い
ま
す
。

日
本
初
の
「
世
界

ヘ
リ
テ
ー
ジ
ス

ト
ー
ン
」
と
し
て
認
定
さ

れ
た
真
壁
石
、
羽
黒
糠
目

石
、
稲
田
石
に
つ
い
て
、

記
念
特
別
企
画
展
を
開
催

し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
真
壁

民
俗
資
料
館
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
『
真
壁
の
石

展
』、『
石
と
く
ら
し
展
～

真
壁
石
物
語
～
』、『
石
・

土
・
水
と
ひ
と
の
く
ら
し

～
め
ざ
せ
！
筑
波
山
地
域

ジ
オ
パ
ー
ク
～
』
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。

　

調
査
研
究
の
成
果
を
取

り
入
れ
、
今
後
、
企
画
展

示
を
行
う
予
定
で
す
。

裏
筑
波
山
系
は
、

地
学
関
係
者
に

と
っ
て
は
「
夢
の
よ
う
な

場
所
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

上
曽
峠
の
中
腹
に
、
珪

石
山
と
い
う
場
所
が
あ
る
。

関
係
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、

個
人
所
有
の
品
々
が
散
逸

し
て
し
ま
う
前
に
、
寄
付

を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
手

を
打
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

経
済
部
長　

通

称
・
珪
石
山
に
つ

い
て
地
元
の
方
に
伺
っ
た

と
こ
ろ
、
か
つ
て
は
ガ
ラ

ス
の
材
料
と
な
る
長
石
や
、

ガ
ー
ネ
ッ
ト
（
ザ
ク
ロ
石
）

が
採
取
で
き
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
現
在
は
、
無
断

採
取
に
よ
る
事
故
が
発
生

し
た
た
め
、
入
山
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
の

　
　
　
　
展
示
に
つ
い
て

45
人
と
10
年
前
の
約
１
．

５
倍
と
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

現
状
か
ら
、
一
人
一
人

に
寄
り
添
っ
た
居
場
所
づ

く
り
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
は
、

岩
瀬
東
中
学
校
と
真
壁
学

園
の
２
校
に
校
内
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
を
設
置
し
、
令

和
８
年
度
に
は
、
岩
瀬
西

中
学
校
へ
も
設
置
拡
充
を

す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
に
つ
い
て

相
対
的
貧
困
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
。

桜
川
市
と
し
て
ひ
と
り
親

に
対
す
る
子
育
て
支
援
を

進
め
る
た
め
の
市
民
団
体

と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

市
民
団
体
に
つ
い

て
は
地
域
の
貴
重
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
重
要
視
し

て
お
り
、
官
民
そ
れ
ぞ
れ

の
強
み
を
生
か
し
た
効
果

的
な
施
策
の
展
開
に
向
け

て
、
よ
り
連
携
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

さ
く
ら
す
の
利
用
状
況
と

課
題
に
つ
い
て
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市
社
会
福
祉
協
議

会
の
こ
ど
も
園
統

合
移
転
計
画
は
、
保
護
者

の
意
見
を
聴
か
ず
、
地
元

の
岩
瀬
地
区
の
方
々
が
方

向
性
を
決
め
る
べ
き
も
の

を
そ
の
手
続
き
も
行
わ
ず
、

そ
し
て
、
移
転
候
補
地
は

浸
水
区
域
で
不
適
だ
か
ら

大
和
駅
北
側
に
移
転
す
る

と
し
て
い
る
。

　

岩
瀬
庁
舎
南
側
も
含

め
、
浸
水
区
域
内
で
あ
り

不
適
と
し
た
が
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
管
理
す
る
立

場
か
ら
は
ど
う
考
え
る
か
。

総
務
部
長　

浸
水

区
域
内
で
あ
る
こ

と
は
事
実
で
す
が
、
こ
の

図
面
は
災
害
リ
ス
ク
を
把

岩
瀬
地
区
の
二
つ
の
こ
ど
も
園
の
統
合

移
転
と
浸
水
想
定
区
域
に
つ
い
て

川股　隆 議員

握
し
、
適
切
な
対
策
を
講

じ
る
た
め
の
情
報
で
あ
り
、

各
事
業
者
が
安
全
性
を
考

慮
し
検
討
す
べ
き
も
の
と

考
え
ま
す
。

「
道
の
駅
」
の
設
置

に
つ
い
て

「
道
の
駅
」
の
事

業
者
の
公
募
を
行

い
、
ク
ラ
セ
ル
桜
川
し
か
、

手
を
挙
げ
な
か
っ
た
場
合

は
、「
道
の
駅
」
設
置
は

や
め
る
の
か
。

市
長　
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
る
公
募

を
し
た
い
。
そ
れ
で
手
が
挙

が
ら
な
か
っ
た
ら
「
道
の
駅
」

は
本
当
に
厳
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

営
利
企
業
（
ク
ラ
セ

ル
桜
川
）
へ
の
従
事

許
可
に
つ
い
て

昨
年
12
月
市
議
会

の
質
問
の
続
き
と

萩原剛志 議員

重
点
支
援
地
方
交

付
金
を
活
用
し
た

物
価
高
騰
対
策
で
は
、
紙

以
外
の
方
法
で
支
給
す
る

自
治
体
も
増
え
て
き
て
い

る
。
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
と

は
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活

用
し
支
給
す
る
方
法
で
、

印
刷
や
配
送
コ
ス
ト
が
か

か
ら
な
い
。

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
で
は
、

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
２
，

５
０
０
円
分
の
デ
ジ
タ
ル

ギ
フ
ト
を
支
給
し
、
メ
ー

ル
で
届
く
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
交

換
手
続
き
を
す
る
運
用
を

案
内
し
て
い
る
。

　

川
越
市
で
は
、
電
子
マ

ネ
ー
等
に
交
換
で
き
る
デ

ジ
タ
ル
ギ
フ
ト
を
支
給
し
、

ス
マ
ホ
等
で
受
け
取
れ
な

い
方
に
は
プ
リ
ペ
イ
ド
型

カ
ー
ド
を
支
給
し
て
い
る
。

　

桜
川
市
と
し
て
も
今
後

の
物
価
高
騰
対
策
に
備
え
、

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の
導
入

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
市
の
見
解
を
伺
う
。

経
済
部
長　
近
年

他
自
治
体
に
お
い

て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
商

品
券
の
導
入
事
例
が
増
え

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
回
の
地
域
応
援
チ

ケ
ッ
ト
事
業
は
、
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
生
活
者
支

援
と
市
内
事
業
者
支
援
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

機
器
の
操
作
に
不
慣
れ
な

高
齢
者
を
含
め
、
全
世
代

が
迷
わ
ず
利
用
で
き
る
こ

と
を
重
視
し
、
紙
チ
ケ
ッ

ト
方
式
を
採
用
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

市
と
し
ま
し
て
は
、
デ

ジ
タ
ル
商
品
券
の
有
用
性

に
つ
い
て
は
理
解
し
て
お

り
ま
す
が
、
課
題
も
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

他
市
町
村
の
活
用
状
況
や

先
行
事
例
を
参
考
に
、
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
可
燃
ご
み
と
し
て
焼
却
処

分
し
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
分
別
回
収
に
つ
い
て

・
ご
み
処
分
手
数
料
改
定
に

伴
う
本
市
の
対
応
に
つ
い

て
・
火
災
予
防
条
例
の
改
正
に

つ
い
て

・
地
域
応
援
チ
ケ
ッ
ト
事
業

に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の

　
　
　
導
入
に
つ
い
て

な
る
が
、
市
が
１
，
５
０

０
万
円
の
補
助
金
交
付
な

ど
を
行
い
、
同
時
に
、
当

時
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
長
が
、

執
行
役
員
と
し
て
ク
ラ
セ

ル
桜
川
の
経
営
全
般
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
で

も
利
害
関
係
に
当
た
ら
な

い
の
か
。副

市
長　

ク
ラ
セ

ル
桜
川
の
運
営
支

援
と
理
解
し
て
お
り
、
利
害

関
係
に
は
当
た
ら
な
い
と
判

断
し
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
申
請
の
却
下
、

取
り
下
げ
に
つ
い
て

過
去
3
か
年
の
却

下
、
取
り
下
げ
の

内
訳
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

却
下
30
件
の
内
訳

は
収
入
超
過
が
19
件
、
介

護
保
険
制
度
の
境
界
層
該

当
措
置
の
適
用
に
よ
る
も
の

が
9
件
、
そ
の
他
2
件
。
本

人
に
よ
る
取
り
下
げ
が
1
件

で
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
二
地
域
居
住
（
ふ
る
さ
と

住
民
登
録
制
度
）
に
つ
い

て

桜川市商品券
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総 務
常任委員会

◎飯島洋省 ○萩原剛志 林　悦子 小林正紀 仁平　実

委員会報告
桜川市議会議員は、全議員がいずれかの常任委員会に所属し、それぞれ所管の事案について審議していま
す。このページでは、その審議内容や各委員会の活動状況を報告します。

今号は総務
常任委員会に注目

情報公開条例
　　例規整備支援業務委託料
　市民の情報公開制度への関心が高まり、請求
件数が近隣市町村と比べて増加しています。行
政の透明性と公平性を確保するため、業務内容
を検討するよう要望しました。
　また、業務の委託に関しては、庁内で対応可
能な案件は職員が実施することを併せて要望し
ました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市公式 LINE機能拡張
　市の公式LINEの機能拡張について説明を受け
ました。今後、セグメント配信（一斉配信では
なく、受け手のニーズに合わせたターゲットを
絞った配信）、行政手続き機能の追加、市の各種
アプリのLINEへの集約を実施する見通しです。
　市民が必要な情報を確実に受け取ることがで
きる「プッシュ型」の情報発信・情報提供の強
化を要望しました。

地域商社支援事業
　地域商社支援事業のうち、１，１３０万円の
補助金増額について説明を受けました。
　（株）クラセル桜川の加波山市場事業は、実証
期間を経て、ふるさと納税等の公益的事業が定
着し、経営の方針が固まったことから、自立し
た運営へ移行するための財政支援を行うという
ことです。
　今後も、地域商社の経営状況を把握し、運営
補助金の段階的な減額を求めるとともに、PR強
化等の投資を通じて、地域経済の好循環を確立
するよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

自動車騒音常時監視業務委託
　道路を走行する自動車の騒音対策のための監
視業務について、監視対象が高速道路・一般国道・
県道の路線に限られていると説明がありました。
　上曽トンネル開通後、生活道路を通行する大
型車の騒音問題について、対象路線以外につい
ても調査を行い、関係部局と連携し対応するこ
とを要望しました。

◎委員長　○副委員長
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委員長 市村　香　副委員長 中田拓也
委　員 風野和視・菊池伸浩・川股　隆

通学バス事業
　通学バスの現状について質疑を行いました。今後
の運行については、児童数の減少に伴い、利用実態
に応じてバスの小型化を検討するなど、適切な規模
の車両配置を要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

さくらすの蔵書について
　郷土資料・行政資料の一層の充実と、利用者にわ
かりやすい配架の工夫を求めました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

やまと認定こども園について
　「アレルギー食の対応」と「医療的ケア児の受け
入れ」について質疑を行いました。どちらも子ども
の命に係わる重要な事項です。国や市のガイドライ
ンに基づき、適切に保護者のニーズに応えられるよ
う、受け入れ体制の整備を要望しました。

教厚生
常任委員会

助産施設・母子生活支援施設
措置事業
　助産施設・母子生活支援施設は、経済的・家庭
的理由で困窮する妊産婦や母子家庭を保護・支援
する児童福祉法に定められた施設です。安全な出産
のための環境確保、母子の自立を促進し、市民が安
心して生活できるよう支援の充実を要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

休日在宅当番医について
　医師・看護師の高齢化により、協力する医療機関
が減少していると説明を受けました。休日在宅当番
医制度は、市民の身近な医療体制を支える重要な役
割を担っています。真壁医師会桜川支部、さくらが
わ地域医療センターと十分に協議を行い、継続して
実施することを求めました。

建 設経済
常任委員会

委員長 軽部　徹　副委員長 武井久司
委　員 潮田新正・小高友徳・鈴木裕一

農業委員会関係予算について
　耕作放棄地の解消および発生防止、担い手の確
保のため、農地と耕作者のマッチング支援を行うほ
か、農業者の老後の生活の安定を図るため、農業者
年金について一層の加入推進活動を行うよう要望し
ました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

農業構造転換支援事業
　国庫補助金を活用し「JA北つくば東部地区野菜
一元化集出荷所」を整備することで、桜川市・筑西
市内における野菜集出荷の効率化、品質および鮮度
の高い野菜の流通の実現を要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「真壁のひなまつり」について
　各地で同様のイベントが増える中、20年以上続
く本市の貴重な地域資源として、今後も実行委員会
や住民と緊密に連携し、交流人口の拡大と集客力の
強化に努めるよう求めました。

人生応援プロジェクト
　「未来を担う就職祝い金」は、若者の市内就職と
定住を促すため、更なる周知徹底と活用推進が必要
であると考えます。
　「賑わい創業支援事業補助金」は、地域経済の活
性化に大きく寄与するものであるため、利用者の
ニーズをくみ取った要項の緩和や柔軟な運用で、よ
り活用しやすい施策へのブラッシュアップを図るよ
う要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

上曽トンネル維持管理負担金
　計上された2,700万円の予算に関連し、今後の財
政負担のあり方について質疑・要望をしました。
　トンネル維持管理の負担金支出が継続すると、本
市の財政を圧迫する懸念があります。県に対して、
既存の上曽峠道の補修範囲や安全対策を早期に求
めるとともに、移管時期を速やかに示すことを求め
ました。

文
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議会日誌編集後記

議会広報特別委員会
委 員 長  中田拓也　　副委員長  武井久司
委　 員  林　悦子・菊池伸浩
　　　飯島洋省・軽部　徹
発行責任者　議　 長 　風野和視

　次の定例会は

６月９日（火）
10 時開会予定です。
みなさまの傍聴をお待ちしてお
ります。

さ
く
ら
が
わ
市
議
会
だ
よ
り 

83
号

令
和
８
年（
２
０
２
６
年
）５
月
１
日
発
行

２月
   13 日    総務常任委員会
   16 日    筑西広域市町村圏事務組合
　　　　議会定例会
	 18 日	 予算内示会
　　　　 第 1 回　臨時会
　　　　 文教厚生常任委員会
　　　　 建設経済常任委員会
	 24 日	 総務常任委員会
　　　　 文教厚生常任委員会
	 25 日	 建設経済常任委員会
	 26 日	 議会運営委員会・議会全員協議会

３月
   3 ～ 16 日　令和８年第 1 回定例会
　6 日　　総務常任委員会
	 11 日	 総務常任委員会
　　　　 文教厚生常任委員会
　　　　 建設経済常任委員会
　16 日　文教厚生常任委員会
	 27 日	 文教厚生常任委員会
	 30 日	 第 2 回臨時会

４月
　7 日　  総務常任委員会
	 15 日	 議会全員協議会・議会広報特別委員会

　少子高齢化が叫ばれて久しい。
少子化とは、社会が縮むことであ
る。子ども会、消防団などの担い
手不足は、組織の衰退、消滅につ
ながる。伝統行事や文化活動の維
持も、難しくなる。面倒くさいと
思われがちな、「地縁」「血縁」は、
無くなってはじめて、その有難さ
が身に沁みる。
　地域を支えている自治会も、同
じである。区長・副区長さんの負
担が増え、なり手不足の原因のひ
とつとなっている。民生委員、統

計調査員など、役所だけでは果た
せない多くの役割を、市民の皆様
に担っていただいている。
　ひとりひとりが、小さな役割を
担う。少子高齢化社会に合った、
組織見直しの時期に来ていると思
う。『向こう三軒、両隣』。毎日の
暮らしの潤いに、ご近所付き合い
を大切にしたい。この議会だより
も、市民の手によってそれぞれの
ご家庭に届けられている。

　　　　　　　　　　　林　悦子

 １月２０日　筑波山地域ジオパーク６市議会議員連盟協議会研修会

　令和 8年 1 月 20 日、筑波山地域ジオパーク 6市議会議
員連盟協議会研修会が桜川市において開催されました。
　筑波山地域ジオパーク６市議会議員連盟協議会は、ジオ
パークを構成する６市（石岡市、笠間市、つくば市、桜川市、
土浦市、かすみがうら市）の正副議長及び関係する委員会
の委員長が、6市の連携を強化し、ジオパーク活動を通じ
て地域の活性化をはかるため、平成 30 年に設立された協
議会です。
　研修会当日は、小田部鋳造の梵鐘、西岡本店の酒蔵、つ
くばチョウザメ産業のチョウザメ（キャビア）といった、
筑波山の水・土を活かした桜川市内の産業を見学した後、
生涯学習センター「さくらす」にて、日本ジオパーク委員
会副委員長・宮原　育子　様、櫻川保勝会代表理事・磯部
　亮　様からご講演をいただきました。

日日本ジオパーク委員会本ジオパーク委員会

副委員長　宮原　育子　様副委員長　宮原　育子　様

　桜川市の誇る、天然記念
物「桜川のサクラ」の歴史、
未来に残していくための取
り組みについてご講演いた
だきました。

櫻川保勝会櫻川保勝会

代表理事　磯部　亮　様代表理事　磯部　亮　様

　地域の地質学的遺産がジ
オパークとして認定される
経緯、ジオ遺産を利用した
新しいツーリズムの推進な
ど、専門的な立場からご講
演いただきました。

つくばチョウザメ産業・チョウザメ（キャビア）についてつくばチョウザメ産業・チョウザメ（キャビア）について

西岡本店　酒蔵・日本酒の製造について西岡本店　酒蔵・日本酒の製造について

小田部鋳造・梵鐘づくりについて小田部鋳造・梵鐘づくりについて


